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チーム名 ひなた削減部隊

ふりがな 　　　　　　　　 ささや　   りくと

発表者(職種) 笹谷　陸人　（理学療法士）

ふりがな ひなたさくげんぶたい

ライフサポートひなた施設名

取り組種別 問題解決型

川本　裕幸　（介護福祉士）

柳澤　諭 理学療法士

笹谷　陸人 理学療法士

石原　隆行 調理師

介護福祉士

介護福祉士曲田　利恵

山内　京子 看護師

事務職員

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　電気・水道・消耗品の使用金額

（目標値）　前年度の同月対象月と比較して金額の削減を目指す　電気＝5％　水道＝3％　消耗品＝10％

1.ＬＥＤ電気の導入
2.食洗器の見直し
3.入浴日の調整
4.清拭タオルの見直し
5.お茶の見直し
6.メルタスの導入

（実施前)　2024年3～5月 平均使用金額
              　・電気　2,848,327円　　　　・水道　1,667,505円　　　　・消耗品　 487,000円

（実施後)　2025年3～5月 平均使用金額
              　・電気　2,349,484円　　　　・水道　1,588,392円　　　　・消耗品　 356,000円
　　 　　　　　（4,9800円 17.5%減）　　　　（79,000円 4.7%減）　　　　　(131,000円 26.9%減)

標準化：毎月のフロア会議にてＡＤＬに合わせた入浴形態の検討

管理：6月と11月にラインワークスの職員掲示板にて水光熱費用と使用量の共有

教育：新入職員にフロアリーダーが2週間以内に適切なADL把握に向けたOJTの実施

介護支援専門員

大塚　悦子

吉川　壮一

②複数の職場が連携した活動

④組織全体で取り組んだ活動

⑤その他

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

②支援部門

③管理部門

川本　裕幸

リーダー名
（職種）

回

活動期間 2024年11月　～　2025年5月

演題名 削減の極み2

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

昨今の光熱費や物価の高騰により電気、水道、消耗品の使用金額が2023年と比較して上がっている。
そこで各部署で何かできることはないか考えそれぞれの部署で対策を講じることでou teamにて筋肉質な経
営を目指すことが光熱費や消耗品費用の削減にも繋がるのではないかと考えた

分類

活動回数 7



              

                        

           

           

           

            

          

                    

    

         

     

    

  

      

      

      

      

      

      

     

     



    

         

           

     

         

    

       

            

           

         

           

          

            

  

     

           

           

           

       

          

           

     

        

           

          

                

   

           

         

     

         

           

           

           

         

               

    




